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＜連絡事項＞

· 本日、17：30より「医療廃棄物の取り扱いについて」院内研修あり。　

＜外来情報＞

・平　康子様～　　尿意と空腹感がないとのこと。失禁無いとのことで、暫く様子を見るようにと説明受けている。

・鈴木　恵美子様～昨日転倒したとのことで、左膝に擦過傷あり。アスモロール処方あり。

・中居　松男様～　4：30に起床するとのこと。入眠時間は、21：00とのことで、医師より心配ない

と説明受けている。

・奥山　以依子様～外泊については家族に連絡しないとわからないと話す。手帳の申請をすると報告

される。

・長瀬　紘一郎様～コレステロールに気をつけ、しょっぱい物を控えるよう指示あり。

・柳町　信之様～肛門から水のようなものが出ていると話す。硬い便が出るとのこと。

・山田　健次様～走れるが右膝が痛いとのこと。ナイトケアを休んでいると話す。

・前野　義勝様～ナイトケアで妄想様の発言があったことについては、本人から話すことはない。

＜利用者様情報＞

・八木橋　牧雄様～今週の月・水、仕事の為ナイトケアを欠席されている。面談時、本人ヘ、ナイトケアに来れることが目標の１つであることを説明している。今後も仕事によりナイトケア欠席が続くようであれば上司に説明する。

・横町　耕生様～　大久保律子様の告白を断わったが、今後、大久保夫妻の問題に巻き込まれないか等の心配あり。今後、関係機関と日程調節し具体的な対応策について検討予定とする。

・下妻　康貴様～　昨日18：35、レストランからの帰棟時、階段下降中につまずき左足外踝部捻挫あり。左足外踝部前方に発赤、若干の腫脹あり（熱感なし）。触れることに対する痛みを訴えている。患部を冷やし安静促している。帰宅時、歩行には影響なく「大丈夫だよ」と話される。明日、整形受診をするように本人へ説明している。

　　　　　　　　　事故報告書は提出済み。事故の対策については次回カンファレンス時に話し合う。

・上川原　豊様～　昨日ケア会議実施。今後は、うみねこ幸房利用予定。しかし、「日中暇だから･･･」と本人の幸房利用意志ははっきりしていない。

現在、ナイトケアでの問題点は、来所時に、挨拶出来ていないこと。本人は恥ずかしいとの理由だが、社会のマナーでは挨拶は必要な為、今後ナイトケアの役割として、社会マナーについて促していく。

＜デイケア事例検討＞

●村上　元道様　36歳　統合失調症　　

　・デイケア利用開始～H18．3.26

・青山荘入所～H18.2.10

　　⇒青山荘入所目的…市内での就労とアパートでの単身生活が目的で、そのための生活技術を身につける

・うみねこ幸房利用開始～H18.11より週一回利用

　　　　　　　　　　　　　H19.1.18より週２回利用←本人希望により

　・デイケアでの様子

・人間関係でのトラブルはみられていない→女性メンバーと交際されている。

⇒今後、観察していく。

　　　・プログラムの取り組みは意欲的である　→多少、疲れの波はあるが目立つほどではない。

⇒言葉でアドバイスしていく。

　・青山荘での様子

・以前に比べ朝起きること出来てきている。早起きすることに対し自分でも意識している様子。

　　　・本人の目標は職親であり、４月には職親になりたいと話されている。

　　　・生活面での問題点はない。

・女性メンバーから頻繁に電話が来ているが特に問題となることはない。

　⇒交際について観察していく。

・クリスマス時、女性メンバーにプレゼントをあげてもよいかスタッフに相談されている。スタッフからは生活保護を受けているのであまり高価な物はあげないように促している。

⇒金銭面について観察。

　　　・休み時、雀荘などに行かれる。

　　　　⇒交友関係について観察。

※今後デイケアでのケア

　確実に１つ１つ出来るようペース作りをしていくよう促していく。

　　　　　　　　

●伊藤　雄一様　60歳　統合失調症

　・デイケア利用開始～H19．1.4

　・本人の意見

　　　・入院していた頃より生活が楽になった。

　　　・目標は特にない。自分のペースは確保出来ている。

　　　・趣味の読書はそこそこに行っていきたい。

・デイケアでの様子

　　　・プログラム時等、質問出来ないところがある。→自己評価高い為、人に聞くという行動が出来ないのでは？

　　　・他者と一緒に何かを行うことは苦手。

・青山荘での様子

　　　・「ここの朝食は、重いから」と話され、自分で朝食を作っている。いつも同じメニューなので違う食材も摂取するよう促すも、理論的に反発し、自分の考えを曲げる事が出来ない。

　　　・目標設定時「何でも出来ている」と話される。→自己評価高い。

　　　・他者との交流ほとんどみられない。

※今後デイケアでのケア

　①利用して間もない為、まずはスタッフとの信頼関係を築く。

②プログラムなどで対人交流を促していく。

